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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第72期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

第72期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 18,798 18,825 6,703 6,642 25,347

経常損失 (百万円) △757 △926 △98 △125 △984

四半期（当期）純損失 (百万円) △608 △1,072 △156 △145 △1,111

純資産額 (百万円) ― ― 11,260 10,420 11,619

総資産額 (百万円) ― ― 34,802 32,506 32,705

１株当たり純資産額 (円) ― ― 873.46 738.91 823.98

１株当たり四半期（当期）
純損失金額

(円) △47.20 △76.07 △12.14 △10.35 △85.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 32.4 32.1 35.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 948 1,091 ― ― 448

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,194 △925 ― ― △404

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △166 △352 ― ― △581

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,695 1,505 1,570

従業員数 (名) ― ― 497 485 498

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４  従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあり

ません。

  また、主要な関係会社の異動については、「３  関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の重要な関係会社となりました。

　

名称 住所
資本金又は
出資金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合
（％）

被所有割合
（％）

（連結子会社）
 

チヨダセラ株式会社
 

神奈川県伊勢原市 30,000その他 100.0 ―

窯業、セラミックス製
品の供給
資金援助あり。
役員の兼務  ２名

(注)  債務超過会社であり、平成22年12月末日時点の債務超過額は151,668千円であります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
485
(111)

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
375
(86)

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 製品製造原価(千円) 前年同四半期比(％)

石膏ボード 3,194,888 99.3

その他 758,590 227.4

合計 3,953,478 111.3

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

石膏ボード 5,269,373 101.8

その他 1,373,610 89.9

合計 6,642,983 99.1

(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

売上高(千円) 割合(％) 売上高(千円) 割合(％)

三井住商建材㈱ 818,186 12.2 794,310 12.0

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

（連結子会社の吸収合併について）

当社は、平成22年11月１日開催の取締役会において、平成23年１月１日を効力発生日として、当社の連結

子会社であるチヨダメタルスタッド株式会社を吸収合併することを決議し、同日付で合併契約を締結しま

した。

合併の概要は、次のとおりであります。

(1) 合併の目的

チヨダメタルスタッド株式会社は当社の連結子会社であり、鋼製下地及び付属金物の製造販売を行っ

ておりますが、最近の建築需要の低迷、厳しい収益状況のなか、チヨダメタルスタッド株式会社の保有す

る経営資源を当社グループとして有効活用し、事業運営の更なる効率化を図るため、合併することといた

しました。

　

(2) 合併の方法

当社を存続会社とする吸収合併方式で、チヨダメタルスタッド株式会社は解散いたします。

　

(3) 合併の期日

平成23年１月１日

　

(4) 合併に際して発行する株式及び割当

当社の100％連結子会社との合併であるため、本合併による新株式の発行及び資本金の増加はありませ

ん。

　

(5) 承継する資産・負債の状況

当社は、吸収合併の効力発生日（平成23年１月１日）をもって、吸収合併消滅会社であるチヨダメタル

スタッド株式会社の全ての資産、負債、権利及び義務を承継いたしました。

　

(6) 吸収合併存続会社となる会社の概要

会 社 名      チヨダウーテ株式会社

資 本 金      3,743,200千円

事業内容      石膏ボードの製造及び販売
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とする海外経済の改善や政府の

国内景気対策などを背景に、緩やかな景気回復基調で推移したものの、秋以降はこうした政策効果の息切

れによって、景気は足踏み状態になっております。

  住宅市場におきましては、住宅版エコポイント制度、金利優遇策などの政策効果から平成22年度第３四

半期連結会計期間における新設住宅着工戸数は218千戸（前年同四半期比6.9％増）と増加しておりま

す。

  石膏ボード業界におきましては、新設住宅着工戸数の増加に伴い平成22年度第３四半期連結会計期間

における製品出荷数量が122百万㎡（前年同四半期比7.1％増）と持ち直しつつあります。

  当グループにおきましては、このような厳しい需要・収益環境のなか、製品加工の集約化・効率化・内

製化等による変動費の圧縮に取組むとともに、販管費や製造経費の固定費削減を推し進め、収益の確保に

全力で努めております。

  この結果、当グループの当第３四半期連結会計期間における業績は、新たに子会社が製造を始めた建材

（ケイ酸カルシウム板）の取扱いを開始したことに伴い売上高は増加し、販売価格の修正は浸透しつつ

あるものの、開始時期が遅れたことにより、売上高は66億42百万円（前年同四半期比0.9％減）となりま

した。生産数量の低迷、メンテナンス費用、減価償却費の負担等により営業損失は77百万円（前年同四半

期は営業損失40百万円）、支払利息の計上などにより経常損失は１億25百万円（前年同四半期は経常損

失98百万円）、四半期純損失は１億45百万円（前年同四半期は四半期純損失１億56百万円）となりまし

た。

当グループは、単一セグメントであり、また、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社がないた

めセグメント情報の記載を省略しております。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

資産合計は、325億６百万円（前連結会計年度末比１億98百万円減）となりました。

流動資産の減少（前連結会計年度末比18百万円減）は、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比１

億14百万円増）、商品及び製品の減少（前連結会計年度末比１億20百万円減）が主な要因であります。

固定資産の減少（前連結会計年度末比１億75百万円減）は、建物及び構築物の増加（前連結会計年度

末比55百万円増）、機械装置及び運搬具の減少（前連結会計年度末比２億48百万円減）が主な要因であ

ります。

　

（負債）

負債合計は、220億86百万円（前連結会計年度末比10億円増）となりました。

流動負債の増加（前連結会計年度末比17億89百万円増）は、支払手形及び買掛金の増加（前連結会計

年度末比５億98百万円増）、短期借入金の増加（前連結会計年度末比８億83百万円増）が主な要因であ

ります。

固定負債の減少（前連結会計年度末比７億88百万円減）は、長期借入金の減少（前連結会計年度末比

７億93百万円減）が主な要因であります。
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（純資産）

純資産合計は、104億20百万円（前連結会計年度末比11億99百万円減）となりました。

これは、配当金の支払、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（前連結会計年度末比11億72百万

円減）が主な要因であります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、15億５百万円と前連結会計

年度末に比べ65百万円の減少となりました。

  当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は以下のと

おりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純損失（１億26百万円）等

の資金支出がありましたものの、減価償却費（３億66百万円）、仕入債務の増加額（７億13百万円）等の

資金収入により、12億14百万円（前年同四半期は10億37百万円）の収入となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当社における千葉工場の自動切断機等による有

形固定資産の取得による支出（２億55百万円）等により、２億72百万円（前年同四半期は２億71百万

円）の支出となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の返済による支出（５億69百万円）、

長期借入金の返済による支出（２億78百万円）、社債の償還による支出（75百万円）等の資金支出等に

より、９億33百万円（前年同四半期は６億35百万円）の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は44,626千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,120,000 14,120,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は、
100株であります。

計 14,120,000 14,120,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ― 14,120,000― 3,743,200― 4,518,200

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式      17,800

― 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式  14,101,100 141,011 同上

単元未満株式 普通株式       1,100― ―

発行済株式総数 14,120,000 ― ―

総株主の議決権 ― 141,011 ―

　
② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

（自己保有株式）
チヨダウーテ㈱

三重県四日市市住吉町
15番２号

17,800― 17,800 0.12

計 ― 17,800― 17,800 0.12

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 434 432 425 450 444 422 438 439 420

最低(円) 397 390 381 402 407 407 407 400 403

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22

年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
環境事業本部本部長
兼事業本部副本部長
兼中部事業部事業部長

取締役
事業本部副本部長
兼中部事業部事業部長

平  田   富 太 郎 平成22年12月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,824,916 1,710,432

受取手形及び売掛金 ※３
 5,049,063 5,044,560

商品及び製品 925,182 1,045,574

仕掛品 104,507 77,369

原材料及び貯蔵品 991,192 1,050,089

その他 871,938 860,835

貸倒引当金 △83,069 △87,012

流動資産合計 9,683,731 9,701,849

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 5,291,879

※１
 5,236,456

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 5,388,290

※１
 5,636,927

土地 9,425,771 9,425,771

その他（純額） ※１
 331,954

※１
 363,889

有形固定資産合計 20,437,895 20,663,044

無形固定資産 57,757 35,870

投資その他の資産

投資有価証券 926,082 933,390

その他 1,404,996 1,380,682

貸倒引当金 △25,797 △36,659

投資その他の資産合計 2,305,281 2,277,413

固定資産合計 22,800,935 22,976,329

繰延資産 22,010 27,412

資産合計 32,506,677 32,705,591
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 4,261,502 3,663,289

短期借入金 10,185,368 9,302,354

未払法人税等 42,045 75,208

賞与引当金 84,175 172,938

その他 ※３
 2,317,976 1,887,884

流動負債合計 16,891,068 15,101,676

固定負債

社債 1,680,000 1,860,000

長期借入金 1,906,055 2,699,545

退職給付引当金 858,352 806,164

役員退職慰労引当金 111,863 100,710

負ののれん 14,553 15,539

資産除去債務 116,261 －

その他 508,290 502,055

固定負債合計 5,195,376 5,984,015

負債合計 22,086,444 21,085,691

純資産の部

株主資本

資本金 3,743,200 3,743,200

資本剰余金 4,518,200 4,518,200

利益剰余金 2,143,410 3,315,743

自己株式 △18,231 △18,231

株主資本合計 10,386,579 11,558,912

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,653 60,986

評価・換算差額等合計 33,653 60,986

純資産合計 10,420,232 11,619,899

負債純資産合計 32,506,677 32,705,591
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 18,798,826 18,825,840

売上原価 13,336,828 13,121,845

売上総利益 5,461,998 5,703,995

販売費及び一般管理費 ※１
 6,051,118

※１
 6,452,311

営業損失（△） △589,120 △748,315

営業外収益

受取利息 8,058 6,548

受取配当金 17,821 19,763

受取賃貸料 130,648 20,428

受取保険金 － 28,475

その他 60,805 40,915

営業外収益合計 217,334 116,132

営業外費用

支払利息 153,226 134,373

減価償却費 － 74,007

その他 232,395 85,965

営業外費用合計 385,622 294,346

経常損失（△） △757,407 △926,530

特別利益

固定資産売却益 10,309 －

投資有価証券売却益 4,847 －

貸倒引当金戻入額 － 5,198

特別利益合計 15,156 5,198

特別損失

固定資産売却損 357 73

固定資産除却損 16,575 9,687

固定資産臨時償却費 12,000 －

投資有価証券評価損 139,770 9,484

関係会社整理損 － 1,172

ゴルフ会員権評価損 2,094 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 76,221

その他 － 2

特別損失合計 170,798 96,642

税金等調整前四半期純損失（△） △913,049 △1,017,974

法人税等 ※２
 △304,488

※２
 54,765

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,072,740

四半期純損失（△） △608,560 △1,072,740
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 6,703,263 6,642,983

売上原価 4,648,352 4,501,650

売上総利益 2,054,911 2,141,333

販売費及び一般管理費 ※１
 2,095,028

※１
 2,218,705

営業損失（△） △40,117 △77,371

営業外収益

受取利息 2,551 2,658

受取配当金 5,017 5,795

受取賃貸料 44,482 6,423

受取保険金 － 27,988

その他 17,487 14,146

営業外収益合計 69,539 57,013

営業外費用

支払利息 50,735 45,842

減価償却費 － 24,669

その他 77,683 34,374

営業外費用合計 128,419 104,886

経常損失（△） △98,997 △125,245

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 1,329

貸倒引当金戻入額 － 151

特別利益合計 － 1,480

特別損失

固定資産売却損 311 －

固定資産除却損 389 1,655

投資有価証券評価損 129,388 －

関係会社整理損 － 1,172

ゴルフ会員権評価損 200 －

特別損失合計 130,289 2,827

税金等調整前四半期純損失（△） △229,286 △126,591

法人税等 ※２
 △72,768

※２
 19,299

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △145,891

四半期純損失（△） △156,518 △145,891
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △913,049 △1,017,974

減価償却費 1,095,475 1,071,036

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,730 △7,078

賞与引当金の増減額（△は減少） △132,937 △90,532

退職給付引当金の増減額（△は減少） 46,227 52,187

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,398 11,152

受取利息及び受取配当金 △25,880 △26,312

支払利息 153,226 134,373

固定資産除売却損益（△は益） 6,623 9,761

固定資産臨時償却費 12,000 －

投資有価証券売却損益（△は益） △4,847 －

投資有価証券評価損益（△は益） 139,770 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） － 9,487

関係会社整理損 － 1,172

ゴルフ会員権評価損 2,094 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 76,221

売上債権の増減額（△は増加） 125,860 61,747

たな卸資産の増減額（△は増加） 292,813 216,356

仕入債務の増減額（△は減少） 82,782 484,625

未払消費税等の増減額（△は減少） 19,404 △31,825

その他の資産の増減額（△は増加） △10,948 △25,734

その他の負債の増減額（△は減少） 209,048 328,398

小計 1,112,794 1,257,063

利息及び配当金の受取額 25,713 24,411

利息の支払額 △147,917 △128,800

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △42,403 △61,670

営業活動によるキャッシュ・フロー 948,186 1,091,004

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,248 △210,177

定期預金の払戻による収入 15,239 30,348

有形固定資産の取得による支出 △1,001,355 △666,347

有形固定資産の売却による収入 53,317 151

投資有価証券の取得による支出 △20,450 △30,375

投資有価証券の売却による収入 18,498 2,014

子会社株式の取得による支出 △37,000 △50,320

貸付けによる支出 △229,803 △48,480

貸付金の回収による収入 23,752 47,347

その他 △1,525 110

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,194,574 △925,728
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △732,671 928,259

長期借入れによる収入 970,000 －

長期借入金の返済による支出 △907,841 △998,736

社債の発行による収入 792,285 －

社債の償還による支出 △130,000 △180,000

配当金の支払額 △128,681 △70,463

その他 △29,292 △31,383

財務活動によるキャッシュ・フロー △166,201 △352,323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △412,589 △187,048

現金及び現金同等物の期首残高 2,107,928 1,570,848

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 121,702

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,695,339

※
 1,505,503
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１.連結の範囲に関する事項の変更

 (1) 連結の範囲の変更

  当第３四半期連結会計期間より、チヨダセラ株式会社

は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 (2) 変更後の連結子会社の数

  ７社

２.会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関す

る会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用

しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及

び経常損失は、それぞれ5,410千円増加し、税金等調整前

四半期純損失は81,631千円増加しております。また、当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

114,433千円であります。

　

　
【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１.前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の

「その他」に含めていた「受取保険金」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期

間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる

「受取保険金」は3,191千円であります。

２.前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の

「その他」に含めていた「減価償却費」は、営業外費用

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期

間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる

「減価償却費」は73,998千円であります。

３.「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第

22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令

第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示して

おります。

　

EDINET提出書類

チヨダウーテ株式会社(E01197)

四半期報告書

18/28



　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１.前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の

「その他」に含めていた「受取保険金」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期

間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる

「受取保険金」は418千円であります。

２.前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の

「その他」に含めていた「減価償却費」は、営業外費用

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期

間では区分掲記することとしております。なお、前第３四

半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる

「減価償却費」は24,666千円であります。

３.「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第

22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令

第５号)の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示して

おります。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを

考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方

法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額 22,039,103千円※１  有形固定資産の減価償却累計額 21,043,245千円

  ２  手形割引高及び裏書譲渡高 　   ２  手形割引高及び裏書譲渡高 　
      受取手形割引高 116,643千円      受取手形割引高 76,287千円

      手形債権流動化残高 2,351,427千円      手形債権流動化残高 1,744,766千円

信託手形債権が取立不能等の場合においてのみ手形

債権の買戻し義務が発生する特約となっております。

信託手形債権が取立不能等の場合においてのみ手形

債権の買戻し義務が発生する特約となっております。

※３  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

  なお、当第３四半期連結会計期間末日は、金融機関

休日のため次のとおり、四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

           ──────────

      受取手形 20,996千円　 　
      支払手形 668,993千円　 　
      設備支払手形 73,642千円　 　
      割引手形 18,665千円　 　
      手形債権流動化残高 269,046千円　 　
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(四半期連結損益計算書関係)

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの ※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  運賃 3,931,280千円  運賃 4,265,630千円

  役員報酬 181,473千円   役員報酬 171,590千円

  給与・賞与 715,650千円   給与・賞与 793,850千円

  貸倒引当金繰入額 6,230千円   賞与引当金繰入額 44,434千円

  賞与引当金繰入額 43,016千円   役員退職慰労引当金繰入額 11,152千円

  役員退職慰労引当金繰入額 9,943千円   退職給付費用 62,041千円

  退職給付費用 64,282千円   減価償却費 58,614千円

  減価償却費 67,822千円   試験研究費 112,994千円

  試験研究費 102,547千円　 　

※２  法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２  同左

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの ※１  販売費及び一般管理費の主なもの

  運賃 1,405,534千円  運賃 1,503,616千円

  役員報酬 65,451千円   役員報酬 58,480千円

  給与・賞与 219,935千円   給与・賞与 225,130千円

  貸倒引当金繰入額 1,925千円   賞与引当金繰入額 44,434千円

  賞与引当金繰入額 43,016千円   役員退職慰労引当金繰入額 3,717千円

  役員退職慰労引当金繰入額 3,314千円   退職給付費用 21,389千円

  退職給付費用 22,728千円   減価償却費 20,188千円

  減価償却費 23,404千円   試験研究費 43,568千円

  試験研究費 29,092千円 　 　
※２  法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２  同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 1,811,658千円

      計 1,811,658千円

預入期間が３か月超の定期預金 △116,319千円

現金及び現金同等物 1,695,339千円
 

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 1,824,916千円

      計 1,824,916千円

預入期間が３か月超の定期預金 △319,413千円

現金及び現金同等物 1,505,503千円

　

　
(株主資本等関係)

　

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１

日  至  平成22年12月31日）

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,120,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 17,834

　

３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 70,510 5.00平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

　

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

当連結グループは、石膏ボードを中心とした建築材料を製造販売しており、製品の種類、販売市場等の

類似性から判断して、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

当連結グループは、海外拠点が存在しないため、該当事項はありません。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累

計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

当連結グループは、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しておりま

す。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

当グループの事業は、石膏ボードを中心とする建築内装材料の製造、販売を主に、これらに付帯する

一切の事業を行っている単一事業であります。

  したがいまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)
　

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 738.91
　

　 　

　 823.98円
　

　

２．１株当たり四半期純損失金額等
　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
 至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
 至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 △47.20円１株当たり四半期純損失金額 △76.07円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失 608,560千円 1,072,740千円

普通株式に係る四半期純損失 608,560千円 1,072,740千円

普通株主に帰属しない金額 －千円 －千円

普通株式の期中平均株式数 12,892,166株 14,102,166株

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
 至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
 至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 △12.14円１株当たり四半期純損失金額 △10.35円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失 156,518千円 145,891千円

普通株式に係る四半期純損失 156,518千円 145,891千円

普通株主に帰属しない金額 －千円 －千円

普通株式の期中平均株式数 12,892,166株 14,102,166株

　

　

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成22年２月５日

チ ヨ ダ ウ ー テ 株 式 会 社

取  締  役  会    御  中

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　
公認会計士  松    井    夏    樹    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　
公認会計士  内    山    隆    夫    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているチヨ

ダウーテ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、チヨダウーテ株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成23年２月４日

チ ヨ ダ ウ ー テ 株 式 会 社

取  締  役  会    御  中

　

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　
公認会計士  水    野    信    勝    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　
公認会計士  内    山    隆    夫    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているチヨ

ダウーテ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22

年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、チヨダウーテ株式会社及び連結子会社の平成

22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社及び連結子会社は

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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